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は じ め に

図書館統計は、各図書館におけるさまざま

な活動を数量的に表現する記録であると同時

に、その図書館がどのぐらいの資料をもち、

どのくらいの働きをしたかを測り、他の図書

館と比較（＝評価）するための資料である。

病院図書室においては非常に統計がとりに

くい条件が多いにも拘らず、統計が図書室活

動を表現する唯一の手段であるともいえる。

図書室活動や図書室資料について数量的にで

きるだけ正しく表現するにはどうすれば良い

かを考えるとともに、一年間の図書室活動の

成果と評価を報告する年次報告および利用者

の動向を調査して図書館活動に反映させてい

くためのユーザー・スタディについて考えて

みたい。

Ｉ 統 計

１． 統計の目的

図書館統計の目的は、次の三つに分類され

る。

①報告 所属機関および利用者に図書室の

活動状況を報告する。報告を受ける側では、

次年度の計画に反映させるべき資料となる。

②計画 予算要求にあたり、各予算項目に

関する実績データが必要である。年度初めに

サービス目標を設定する際には、前年度の実

績を基礎にして、あらゆる条件や事情を勘案

して決定しなければならない。（実績価格に

過去一年または数年間の平均アップ率を加え

る）。

③評価 過去一年または数年間との統計数

値を比較することによって、図書室のサービ

ス状況および業務内容を評価し、その結果か

ら今後の図書室サービスの目標・計画・改善

点を定める。また、他館のデータおよび平均

値と比較して、自館を評価する。

２． 図書館統計の種類とその利用

図書館における基礎的な統計には、①資料

に関する統計、②利用に関する統計、③職員・

経費・施設等に関する経営統計かおる。

それぞれの統計について数の数え方とその

活用について考えてみたい。

１） 資料に関する統計

所蔵統計………しヽわゆる蔵書統計である。。

図書・雑誌・小冊子（パンフレット・リー

フレット等）・視聴覚資料（マイクロフィル

ム・スライド・ビデオテープ等）など資料の

種類別にし、購入・寄贈・交換の別にその所

蔵数を示す。雑誌はタイトル数で示し、製本

雑誌の冊数は単行書とは別にする。雑誌のバッ

クナンバーは総て製本する場合は別として、

製本費の節約または将来的に雑誌を廃棄する

計画によって製本しないバックナンバーの数

量的表示をどう表わせばよいかが問題であろ

う。資料の収容状況を把握する場合、それが

占めるスペースを無視することはできないと

思う。

小冊子はファイル数やキャビネットの抽斗
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数で示す方法もある。所蔵統計は蔵書の配置

計画や増設計画を考える上での必要な数字で

あるので、各部署に別置されている資料の数

も明らかにする。

蔵書数を分類別叱あらわして今後の資料収

集の参考資料とするにはＮＤＣ の千区分を基

礎として精密な集計と分析が必要であり＊、

日常統計としては、 ＮＤＣの医学分野の十区

分と看護分野およびそれ以外の分野程度に分

け、それぞれの分野における冊数を知る程度

に集計することで充分であろう。

収書統計

収書統計は一年間の受入統計と廃棄・亡失・

合本などによる払出統計とによって、蔵書の

動態を示すものである。この統計では、冊数

および受入雑誌タイトル数のみでなく、１冊

または１タイトルの平均価格も併せて年度比

較をする。最近３～５年間の受入図書が蔵書

の何％を占めるかを計算して蔵書の新鮮度を

測り、また年間の受入統計、払出統計は蔵書

の増減を示すと同時に、司書の作業量を示す

ものである。

２） 利用に関する統計

利用者に視点をおいて、図書室資料がどれ

だけ利用されたかを示す利用統計と、図書室

に視点をおいてどれだけのサービスを提供し

たかを示すサービス統計がある。サービス統

計は記録が残り統計がとりやすいが、利用統

計は利用数が把握しにくいものが多い。

次に、それぞれの統計の項目とその利用数

の記録の仕方、問題点を考えてみたい。

入館者数（図書室利用者数）

図書室が医局または病歴室などと併設になっ

ていたり、開室・閉室時間がなく２４時間オー

プンされている場合、または資料が分散して

設置されている場合は、まづ記録はできない。

独立した施設に担当者が常駐している場合
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（図書館仕事シリーズ）日本図書
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には、開室時間内の利用者数を記録する。閉

室後や休日の利用者数は、図書室の鍵を保管

している日当直者と打合せて記録してもらう

などの工夫が必要である。

閲覧者数・冊数

現在ほとんどの図書館が開架式となり、閲

覧票の記入が廃止され閲覧冊数統計はとられ

ていないＪ 病院図書室では主として新着雑誌

や ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＢｏｏｋの閲覧が多いが、その数

を把握することは困難である。閲覧利用に関

しては、閲覧者数に適したスペースが確保さ

れているかどうかについて注意を払う必要が

ある。

貸出冊数（単行書・雑誌・その他の資料）

貸出記録（貸出票等）により貸出統計（冊

数および人数）をとる。伝票式の場合は一ヵ

月まとめて集計できるが、ブックカード式で

は毎日の数を記録して集計しなければならな

い。報告の際には、この貸出統計に表われた

数字は、あくまでも貸出記録が残されたもの

のみの数であることを明示し、次にあげるよ

うな記録に残らない、または記録に残せない

方法で実に多くの資料が利用されている事実

を説明する必要があろう。図書室資料の利用

度は得てして貸出冊数のみで判断され勝ちで

あるので注意しなければならない。

① 病院図書室における貸出

公共図書館では貸出に主力がおかれている

が、病院図書室の利用は主として新着雑誌の

閲覧・文献複写・レファレンスで、特に単行

書の貸出は少い。

② 各部署への長期貸出および備付図書

日常業務および診療のためによく利用され

る図書は、長期貸出または備付図書として各

部署に備付けて利用されている。そこでの利

用冊数は把握されず、利用統計には含まれな

い。

③ 複写による利用

最近では、利用者が必要とする箇所を複写

することによって、貸出に代えることが非常



に多い。院内複写の件数は、＠利用者が自分

で複写する、Ｒ図書室内にコピーが設置され

ていない、などの理由で正確な数がっかめな

い。

④ 担当者不在の時の利用

病院図書室では開室・閉室の時間が定めら

れていて も、実際には２４時間オープンであ

る。その上、担当者は一人、または他部署と

兼務のために、図書室が無人となることはし

’ばしばである。この間はとかく貸出手続をせ

ずに資料が貸出されがちであり、返却の際に

‘ もそのまま書架に戻されればその数は記録に

残らない。

単行書の貸出統計（分類別・職種別）

所蔵資料分野が主として医学関係に限られ

ていること、貸出冊数が少ないことから分類

別に集計する意味は少いと思う。

また職種別にすることは、利用者の殆んど

が医師（医局関係者）であることは確実であ

るが、その他のパラメディカル・スタッフの

利用を探り、資料の充実および図書室の利用

を啓蒙していく上でのデータとして必要であ

り、ユーザー・スタディ等を行う時の参考と

したい。

雑誌の貸出統計

雑誌の利用は新刊雑誌の閲覧と複写による

ものが多く、貸出として利用される場合は少

い。従って雑誌利用統計の中に含めることで

充分であろう。利用統計は、雑誌の保存期間

（廃棄）の決定、受入雑誌の変更を行う上で

参考となるもので、そのためには、閲覧・院

内複写件数（記録の工夫が必要）および貸出・

院外依頼文献の掲載誌を含めた、タイトル別・

年代別にした件数が必要となる。記録に残ら

ない閲覧・院内コピーの数を把握するために

は、＠利用者にチェックを依頼する、⑧廃棄・

受入変更を考える雑誌に限って、一年間でき

るだけ正確なデータを作成するなどの工夫が

必要である。

なお、製本雑誌は単行書として所蔵冊数、

利用冊数に含める慣習があるが、あくまでも

雑誌として扱い、タイトル・年代別に記録さ

れるべきであろう。ことにバックナンバーの

利用率は資料の保存期間を決める上での数値

として必要である。

〔表１〕は当院における貸出利用率を職種

別に示したものである。図書室利用者の約５０

％ は医師であるが、それを示すには、（例１）

の数値よ’り（例２）の数値の方が妥当な数で

ある。〔表２〕は１９８３年度の雑誌院内複写件

数－ タイトル別・年代別－（１９８３年１２月現

在）の一部分である。

その他の資料の貸出

録音テープ・ビデオテープ・スライドなど

の視聴覚資料および小冊子のうち図書室資料

として所蔵しているものについては、その利

用状況を種類別に記録する。但し、これらの

資料の目録、および利用方法が利用者に知ら

れているか否かによって、その利用度に大き

く影響されよう。

相互貸借件数

相互貸借により院外へ依頼して入手した文

献の件数および文献掲載誌のタイトル別・年

代別・依頼先別の統計が考えられるが、記録

が残されるので数が把握しやすい。これは自

館にない資料の利用状況を示すもので、院内

での利用統計と併せて、今後の収書計画に反

映させなければならない。

相互貸借件数は所蔵タイトル数を減らした

場合にはこの件数は増加し、一方、利用の多

い雑誌を増やすことによりこの件数は減少す

ることになる。従って件数の増減については

その理由についても十分検討して考察を加え

るべきであろう。謝絶件数については、目録

の不備、参照事項の未確認などの理由を分析

し、減少の努力が必要である。

レファレンス（事項調査）件数

専ら担当者の記録により、その内容、作業

量を表わすが、実にさまざまな内容があり、

その記録の負担が多い。
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（^ Ｊｌ）（難 鸚 ふ）

［表１］ 貸出利用率（職種別）

医学書貸出冊数

（例２） 雑誌 医学 貸出冊数医学
雙
献
詮
内複写件数

一般職員

医 師 看 護 婦 技 師 一般職員 一 合 計

例１ １７１（２７．６） ３９９（６４．５） １５（ ２．４） ３４（ ５．５） ６１９

例 ２ ７７３（４７．０） ７０８（４３．０） ３０（ Ｌ８） １３４（ ８．１） １，６４５

一人当りの平均件数

３１ ３．５ ０．９ １．３

［表２］ １９８３年度雑誌院内複写件数
（タイトル別・年別）

Ｔｉｔｌｅ ’６９
以前

’７０

－’７４

’７５

－’８０
’８１ ’８２ ’８３ ’８４ 合計

ＡｃｔａＯｒｔｈｏｐａｅｄｉｃａＳｃａｎｄｉｎａｖｉｃａ． ６ ２ ５ １３

ＡｇｅａｎｄＡｇｅｉｎｇ． １ １ ６ ６ １４

ＴｈｅＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＣａｒｄｉｏｌｏｇｙ． ５３ １３ １９ ６ ９１

ＴｈｅＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ． ５ ９ ３１ ６ ２４ ９ ８４

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｒｅｖｉｅｗ ｏｆＲｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ Ｄｉｓｅａｓｅｓ． １ ７ １２ ８ ２８

ＡｎｎａｌｓｏｆＮｅｕｒｏｌｏｇｙ． ２ ３ ３ ８

ＡｎｎａｌｓｏｆＳｕｒｇｅｒｙ． ９ ３８ ３ ３ ５ ５８

ＡｒｃｈｉｖｅｓｏｆＩｎｔｅｒｎａｌ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ． ３ ５ ２１ ８ ２７ ６ ７０

ＢｌｏｏｄＰｕｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ． １２ １２

ＢｒｉｔｉｓｈＨｅａｒｔＪｏｕｒｎａｌ． １ ７ ７ ３ ５ ２３

Ｂｒｉｔｉｓｈ ＭｅｄｉｃａｌＪｏｕｒｎａｌ． １６ ５ １７ ４ ４２

Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ． ２ １０ ５１ ８ １１ ８ ９０

ＣｒｉｔｉｃａｌＣａｒｅＭｅｄｉｃｉｎｅ． １２ １２

四 皿
ｍ ｍ

皿 四 皿 皿
〔註〕 院内複写件数記録の方法

１） 図書室に依頼されたものは「文献複写申込書」に記入．

２） 複写機使用の際に記入する「コピー使用票」に、雑誌名・巻号年代を記入する欄を設けた．

しかし図書室の表面に出ない仕事の内容お やすい方法や、一定のフォームを作って、件

よびその作業量を何らかの方法で示すとすれ

ばこの統計は必要である。出来るだけ記録し

４

数のみならず、調査の内容、おおよその所要

時間をチェックなどの簡単な方法で記録して



５

報告したいものである。毎日の記録が無理な

らば、一定期間を定めて行ってみるのも一方

法であろう。

文献検索（マニュアル検索・機械検索）

件数・利用者人数および所要時間について

の記録。検索した文献の有効率について評価

をできれば加えたい。

３） 図書館経営評価のための統計（経営統

計）

図書館経営を数量的に表示するもので、①

職員数（パートを利用した期間、時間数など）

②経費（主に図書館資料費）に関する統計で

ある。図書館資料費の内訳として、資料購入

費（単行書、雑誌、その他の資料購入費）、

製本費、備品費、消耗品費などに分け、全体

［表３］ 貸出利用率（職種別）の推移

昭４１

昭４２

昭４３

昭５６

昭５７

昭５８

の経費が病院総予算に占める値を把握する。

これらの経営統計は、次年度の図書予算の

基礎資料となり、また図書室の活動方針、運

営方針案作成の参考となるものである。

３． 統計による比較・評価

１） 過去との比較

年次統計を出す場合、必ず前年度、前前年

度の数と並列して比較・評価しなければ、統

、計をとり、報告する意味がなくなる。要はど

れだけ利用されたかを報告するだけでなく、

表わされた数の意味と、日常の司書の活動が

どう影響しているか、または立地条件、環境

によってどう阻害されているかなどを機関に

示すことである。相互貸借の数の増加は、「よ

く利用された」の評価に止まらず、自館の資

１

一般図書の貸出（４４年）・一般図書購入費の予算化（４７年）

京都南病院図書室

５６年度

５７年度

５８年度

［表４］ 過去３年間の相互貸借件数

１．０００ ２．０００

医学関係資料のみの貸出

一般図書の貸出が医師以外の職種の人々

に利用され，貸出冊数が増加，医師の貸

出は雑誌の利用，院内コピーに代っ減少

３。３６０件

３．０００件

□学外への申込

吻学外よりの受付

関西医科大学附属図書館

一館報１１（１）よりー



料の不足、司書の業務負担の増加にまで至ら

なければ、時間をかけて統計をとる意味がな

くなる。〔表３〕は当院図書室の利用統計の

年間比較の例である。また関西医科大学附属

図書館館報の各年度最終号で各種年間統計が

報告されているが、〔表４〕のように各統計

とも過去３年間比較して報告されている。

２） 他館との比較

統汁は、過去との比較、他館との比較によっ

て、自館の現状を浮きぼりにする。

他館との比較・評価を行うためには、同じ

館種、即ち基本的機能を同じくする館を比較

１

２

３

の対象とする。そしてまず統計様式の統一と、

最も基本的なことであるが数の数え方、即ち

比較するのに必要な数の表し方を統一するこ

とである。

当協議会では毎年、各会員の図書室に対し

て年次統計調査を行っているが、まだ記入方

法の説明と数の数え方の統一が充分でないた

めか未記入欄および未回収が多い。そのため

に比較・評価を行うには至っていない。この

調査票の様式は次の通りであるが、実際に数

を記入したり、また他図書室と比較する際に

問題となりそうな点をあげてみた。

ｖ［徊ｒｉ

厠 院 番号

鰐 院 図 會 Ξ 年 次 聴 Ｉｔ

鍔床数

薦 Ｓ２ ； 独立し た スペ ースを 持‘ロ

■ｉ 堵ｒｒし たスペ ー スを 持たない万（

面 贋

図 書Ξ 正式 名称

）と 併設

廷面積 事務室 閲寛Ξ 書厦 その他

１
霜

＆
篤

遠皿
４
１

４
皿

職 員 所属

ａ）ａ員数

ｂ）

１）

２）

併設している場合の面積の表わし方を決める．

閲覧室の面積より，閲覧座席数の方が具体的

ではないか．

ｍｍ長康名

男 女 計 司番・ 専任 責任（ 責務内容 ） ア ル バ イ ト
フ ル タ イ ム パ ー ト

（ Ｊ
迪 倣 士字１歓

／年末満 ｓ年末偉 ／０年末洵 ／とフ年以上

１） アルノ゙ イトについては，人数だけでなくフル

タイムの場合は年間勤務日数，またパートの

場合は年間勤務時間（又は日数に換算）で示

す．

２） 職員の経験年数は，図書室業務（または医学

系図書館）での経験年数に限定する．

６



４

５

６

７

叫 ノト ，卜海

’Ｓ●ｉ

奮 ： 構成人員

無

利 用

ａ）サービス対象人員霖 薫 員

１ ）

２ ）

ｂ）利用に関する規定

ｃ） 院内 利用

有
Ｓ

●

年関 関 催 数

職 員外 ↑

回

看護学生

忌 者

その他

７

Ｉ） 冥 ｉｒ ｂ） 年 間 ．現 計

羞 行 誉 讐 広 竣 誌 愚 行 嗇
受 入 欲

製本鑓誌
受 入 孜

雑 誌 受入ｔｉｔｌｅ≪ｒ
和 洋 和 津 和 洋 計

）蔵書数 ① 和・洋の分け方を統一する．

（文部省の「大学図書館実態調査」の記入説明書では，日本語及び中国語等の言語で書か

られた図書を「和」とし，それ以外の図書を「洋」としている）

② 「全所蔵冊数」の欄を設けて，和・洋の区別をしていないところは，その欄に記入でき

るようにする．

⑧ 製本雑誌の冊数は，分冊の仕方によって冊数が著しく異るので，雑誌の所蔵数は製本・

未製本の区別なく，タイトル数で表わすべきであろう．その場合，１年または２年以上継

続して受入れ，保存しているものという限定が必要である．

④ 「その他」の欄を設け，製本雑誌，図書室に移管された図書などの数を記入する．

ｂ）年間受入統計

① 購入・寄贈（交換を含む）の別にする（資料購入費・製本費との比較・評価のため）

② 「除籍冊数」の欄を設ける

’＆ 購 入番

総 額 雄 行 嗇 錐 認 製 広 費 そ の 他

資料購入費の総額の比較は，金額より病院総経費当りの％の方が比較しやすい．

Ｔ

Ｆ
ト
Ｌ

医 師

看ｍｍ

技術職

その他

名 Ｓ

芒 当

パート職員を含めるか否かを決める．

職員外の看護学生・患者・その他の人数の把握が出来ないので

利用対象とするか否かのみにする．

無

貸出冊数（年 間） ※ 長期貸出は別掲

岨 行 署 裂ぷ鑓誌 末製本鑓琵



８

ｓ期貸出冊数累？↑ 長期貨出先

医局・検査Ｓ・薬剤惑・医事謀・栄養（給食）・

その他（ ）

ｄ）相互］^ 尼

貿 ’ 唇

現 巻 復 写 謝 栖 １ 現 窃 復 写 冶 栖

件 件 枚 件 祢 件 件

ｅ）レファレンス・サービス

文 献 検 緊
事 項 謁 査 そ の 他

マニュアル ー 穂

；・｜

９

１） 事項調査の業務内容をいくつか具体的に分け

た方が記入しやすい．

（例）文献所在調査，事項調査，利用指導，その

た．

整 理

ａ）分ｍ法

ｂ） 目 録硬 類

ＮＤＣ ＮＬＵＣ その他（ ）

書名目．録 分類目録 署着目録 件名目鏝 その他（

観聴覚資料・機器

ａ）資審累讐

マ イク ロ 資料

ｆｉｌ● ｆｉｓｈ

映 圃

フ イル ム

スライド 湿 舌 テ ー プ
カ セ ット オーブン リー ル

レコ ード 及

びソ ノシ ー ト

ビ デ オカセ ット その 他：

器 マイ クロ 機 器 ダ 映 写 機

復 写 漣 タ イプ ライ ター

デ ー タ・ ター ミ ナル その他

ｂ） 機 器

１０ 図書室出版物

香 名
発 行

年 間 発 行回 数 弧 孜 備 考

１ １ 二 次 貸料

ｅｍｕｌａｔｅｄＩｎｄｅｘｕｃｄｉｃｕｓ・ＩｎｄｅｘＵｃｄｉｃｕｓ・ Ｅｚｃ●ｒｐｔａＭｅｄｉｃａ（ ｍ．）・

ＳｉｅｎｃｃｃｉｔａｔｉｏｎＩｎｄ●ｚ・ ＣｕｒｒｅｎｔＣｏｎｔｅｎｔｓ（ＬｉｆｅＳｃｉｃｎｃｃ，ＣｌｉｎｉｃａｌＰｒａｃｔｉｃｅ）・

医学中央雑誌・各主遠別分献災・雑誌総合目ａ （文部笞）・ 医学雑誌総合目鏝（ＪＵＬＡ）・



現 行医 学 鑓誌所 在 目鏝（ＪＵＬＡ） 年 版・ 鑓誌記 事索 引 （医 学 ・ 薬学 砿ｉ：国 立盛 会 図 書Ｅｇ）

科学技術文献速報（ライフサイエンス編）・日本讐謹関係文献災・

その他（

記入上の注意 ：

所属長職名－

雑 誌

医事課長・ＢＳｔｆＳ雄Ｓ：・弱長など，直属上司聡名を記入

学術雑話・緯畿誌・年報・年鑑類・議事録の逐次刊行物とずる・

国内欧文Ｚ志は和ＳｆＳとして扱う．

）

ル、中止タイトル・寄贈、交換資

料数・その他）

経 費（資料贈入費・設備、備品購

入費・製本費・消耗品費・人件費

（アルバイトなど）・研修費・そ

の他）

２． 図書室の活動を報告する

利用統計（入館者数・貸出冊数・複写

利用件数など）

サービス統計（相互貸借件数・レファ

レンズ件数・文献検索件数など）

５．）研修会参加・学会発表などの職場外活動

６．）一年簡の図書室活動の成果と評価

７．）施設の改善・変更

８．）来年度の計画および企画

Ⅲ ＵＳＥＲ ＳＴＵＤＹ（ユーザ・スタデ ィ）

利用者研究または利用者調査ともいわれて

いる。図書室のサービスをより充実させるた

めには、各種統計記録を参考とすると同時に、

利用者が情報に対してどのような要求をもっ

ているかを詳しく知っておく必要かおる。こ

れは利用者に関する統計の一方法であるが、

調査形式で行うため必ずしも数量的表現にな

るとは限らない。

１． 目的

１． 直接利用者の要求を調査・分析する

２． 潜在利用者の動向を知る

９

病院図書室年次統計（近畿病院図書室協議会）（調査用紙）（つづき）

Ｈ 年 報（年次報告）

一年間の図書室資料の収書状況および活動

を所属機関に報告するのが年報、即ち年次報

告である。これには各種統計を中心として過

去一年間の図書室活動および行事について記

録して報告書として作成する。

この年報はその年度の予算執行の報告であ

り、次年度の予算要求、活動方針の決定、改

善案などの基礎資料となるものである。従っ

て、統計数字や記録のみを報告するのではな

く、数字を補う説明や司書（担当者）の立場

からの評価やコメントを付記することを忘れ

てはならない。

年報のなかに含める必要な項目は次の通り

である。

１．）年間目標 その経過と結果を報告す

る。評価の上、問題点をあげ次年度目標への

指針とする。

２．）一年間の行事記録（月日・内容）見学

者（訪問者）の記録も含める。

３．）図書室職員の移動

４．）年間各種統計

１． 図書室の現状を報告する

施設面積

職 員 数（アルバイト・パート使用の

場合は目的とその時間数）

資 料（蔵書数・年間増加、廃棄数 。

雑誌タイトル数・新規受入タイト



３． 図書室サービスの改善・施設・設備の

改善、拡大など新しい計画の参考とする

４． 図書室活動の実績を評価するための調

査（統計として数量的に表現できない

ものおよび不完全な数字を補足するた

めの調査） △

２． 調査方法と質問事項

潜在利用者の動向などを知るために、全利

用対象者にアンケート用紙を配布して、図書

室または情報利用の動向や要求、意見、示唆’

を受ける。

［表 ５ ］ 利 用 者 調 査 ・ 集 計 （ Ａ ）

麗’ｒｓ厚生竿金痍腕一情報入手の動肉一

医 師
＾

￥ ｙ￥ ｉ

皿 皿 胆
●●● ●●
● ●● ●●

憩φ
●●● ●●

Ｘ
．ｔ； ●●

Ｘ Ｉ
Ｔ ｙ Ｔ ７

看ｌｉ 婦

；Ｅ

：：Ｋ
’^ ：・．ｔ

Ｔ Ｔ Ｉ 四 Ｗ ４ ゝ ゝ Ｘ ゝ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ ｘ ｊ ．‥・ 参

りａ ５：！：：
ｇ^ｓ ｓ ≪ｇ ｓ Ｒ ｓ ｇ ｓ＾ ｓｓ ｓ ｓ ａｘ ｖ ｘ^ ｖ＾^ ＾ｘ ＾ ｒ－…

放 射 線
技 師

Ｔ ７ ｒ ・

皿 顕 蕊 蕊 難＆

リハビリ
技 師

ｒ￥φ「

朧
｜Ｓ

Ｘ

検査技師

皿 皿

順皿 皿 鴎蕊 蕊
薬 剤 師

言 付 幸

八 八 八 へ ；：《●．．・．．・・：’’・・゙・’・・・’
．
’．‘．`

ｗ

φ

そ の 他 朧皿 嚢
単行書

雑誌論文

よく利用するａ 科の形ＳＳ

一利用者－別－

学会や研究会の資料、抄ｎ

製菓会社のパンフレット

オーラルコミａニケーション

その他

オ リ ジ ナ ル 文献 の入 手 方 法 （ Ｂ ）

裂斑会社・

プロパーに頼む

一病院図書室 Ｎｏ３，１９８２，Ｐ２８，２９よりー

１０

質問紙は、自由解答式と選択解答式があり

前者は先入感を排除した答が得られるが集計

が困難である。単純な事実について質問する

場合には選択式の方が記入しやすく、集計も

しやすい。質問項目は、要点だけを押さえて

作成し、解答に３０分以上かかる質問は避け

るべきであろう。

ＵＳＥＲＳＴＵＤＹ が従来の利用統計（貸出記

録・レファレンス件数・相互貸借件数）と異

なる点は、一例をあげれば。

① 研究上どのような情報要求を持ってい

るか

② その要求を満たすために、どのように

して情報を入手しているか

というような研究過程を調査することである。

調査結果から得られた利用者からのすべての

要望を図書室サービスに反映させていくのは

困難であるが、図書室のさまざまな日常活動

のあり方の決定に際して参考となる。

〔表５〕は星ケ丘厚生年金病院図書室で行

われた「ＵＳＥＲ ＳＴＵＤＹ一病院スタッフの情

報入手の動向－」の調査結果を集計したもの

の一部である。

お わ り に

統計は、数字で図書室の活動を語らしめる

ものであるが、病院図書室においては諸事情

によって残される数の記録が非常に不完全で

ある。従ってこれをどう補えばよいかという

ことに終始してしまったが、結局はそれぞれ

の図書室の状況や条件にあわせて統計データ

を作成し、効率的、効果的な図書室運営に役

立つものにするしかない。年報・ユーザース

タディについては、ごく定義的な説明にとど

まったが、とくにユーザースタディについて

は、今後いくつかの事例をあげて報告、教

示いただければ幸いである。本稿が、昨年

（１９８４年）の日本病院会図書室部会全国研

究会で行った講義をいくらかでも補えればと

思いお引受けしたが、効を奏しえなかったこ



とをお詑びする次第である。
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